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●平成28年第3回定例会開かれる●

９月５日～９月２９日、平成２８年第３回定例会を開き、条例制定１件、条例改正１件、
専決処分２件、補正予算３件、決算認定７件、請願１件等を審議・決定しました。

議
長
あ
い
さ
つ

議　

長　
　

上
谷　

政
明

　

こ
の
た
び
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

議
長
と
し
て
公
正
適
正
な
議
会
運
営
を
心
が
け
る
決
意
と
共
に
責
任
の
重
さ
を
感
じ
、身

の
引
き
締
ま
る
思
い
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

北
部
地
域
で
は
、人
口
減
少
問
題
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
お
り
、先
を
見
据
え
た
移
住
・
定
住

の
推
進
策
を
打
ち
出
し
、地
方
創
生
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で

す
。一
方
、南
部
地
域
で
は
若
い
世
代
の
人
口
の
増
加
に
よ
り
、さ
ら
な
る
子
育
て
環
境
の
整
備

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、新
た
な
る
意
欲
を
持
っ
て
地
方
自
治
の
進
展
と
住

民
福
祉
向
上
の
た
め
、精
神
誠
意
努
力
い
た
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

副
議
長
あ
い
さ
つ

副
議
長　
　

村
瀬　

明
義

　

こ
の
た
び
議
員
多
数
の
ご
推
挙
を
受
け
、副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

大
変
光
栄
で
あ
る
と
同
時
に
、責
任
の
重
さ
を
実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、議
会
に
お
い
て
は
よ
り
良
い
市
政
運
営
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
し
っ
か
り
と
議
長
を
補
佐
し
、市
民
の
皆
様
か
ら
の
付
託
に
応
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、一
生
懸
命
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、尚
一
層
の
ご
指
導
、ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

平成２8年 第3回定例会開かれる
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●新しい議会構成決まる●

本巣市議会構成名簿

議　長 副議長上谷　政明 村瀬　明義
平成２8年９月２9日就任

区　分 委員長 副委員長 委　　員

議会運営委員会
（委員数６名）

瀬川　治男 村瀬　明義
後藤　壽太郎 中村　重光

黒田　芳弘 鍔本　規之

平成２8年９月２9日就任（任期１年）

区　分

議会だより編集
特別委員会
（委員数５名）

委員長 副委員長 委　　員

堀部　好秀 髙田　文一
村瀬　明義

江崎　達己

舩渡　洋子

平成２8年９月２9日就任

区　分

地方創生
特別委員会
（委員数7名）

委員長 副委員長 委　　員

道下　和茂 若原　敏郎
後藤　壽太郎

瀬川　治男

臼井　悦子

舩渡　洋子

鍔本　規之

平成27年3月２6日就任

もとす広域連合
議会議員

（議員数５名）

大西　德三郎（Ｈ28.9.29） 中村　重光

黒田　芳弘 鍔本　規之

臼井　悦子
平成２7年９月30日就任

議会選出
監査委員 若原　敏郎

平成２8年９月２9日就任

常任委員会 総務企画委員会（６名）文教福祉委員会（６名）産業建設委員会（６名）

委 員 長

副委員長

委　　員

大西　德三郎 舩渡　洋子 中村　重光

髙田　文一 臼井　悦子 黒田　芳弘

鵜飼　静雄 若原　敏郎 後藤　壽太郎

上谷　政明 村瀬　明義 瀬川　治男

道下　和茂 髙橋　勝美 鍔本　規之

安藤　重夫

平成２8年９月２9日就任（任期１年）

堀部　好秀 江崎　達己
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市の財政（普通会計）は

円グラフで見る27年度一般会計決算

歳入160億円（前年度比5.3％減） 歳出150億円（前年度比6.2％減）
※性質別

●自主財源と依存財源 ●貯金（基金）の状況

●財政力は ●借金の状況

●市民一人
　あたりでは

27年度 26年度 27年度

26年度 27年度

26年度 27年度

26年度 27年度

自主財源

財政力指数 0.662
80.6%

0.653
79.6%経常収支比率

一般会計の基金

地方債残高

市税 15.1万円 14.7万円
24.6万円 24.5万円
45.1万円 46.2万円

貯金
借金

160億  979万円 162億  986万円

・財政調整基金
・その他

45.4%
54.6%依存財源

＊１　大きいほど財政力が強い。
＊2　財政構造の弾力性を把握
　    するもので、おおむね７５％で健全といわれる。

＊1
＊2

市税
51億6772万円

国県支出金
22億6365万円

市債 ※1
11億8667万円

繰越金
9億3613万円

地方交付税
42億8326万円

その他
3億1993万円

諸収入
5億4962万円

繰入金
2億4713万円

使用料及び手数料
2億504万円

地方譲与税
2億1393万円

人件費
23億5655万円

扶助費
20億751万円

物件費
27億9332万円

補助費等
19億1621万円

投資的経費
23億2281万円

その他経費
22億7819万円

公債費 ※2
11億1625万円維持補修費

1億9455万円

87億1920万円
49億1343万円
38億  577万円

85億7148万円
49億6343万円
36億  805万円

平成2７年度一般会計決算　　（歳出150億円）など決まる

※1 市が歳入を補うために発行する債券 ※2 公債の償還や利子の支払いに要する経費

●定例会で決　　まったこと●
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一般会計の主な事業

平成2７年度一般会計決算　　（歳出150億円）など決まる
27年度はこんな仕事がおこなわれました

●定例会で決　　まったこと●

○老人福祉施設整備費補助金
　「ナーシングケア北方」の整備費補助金を交付

○シニア元気いきいき支援事業
　市内在住の６５歳以上の高齢者で希望する方に、
　樽見鉄道乗車券＋うすずみ温泉入浴券＋食事券が
　セットになった助成券を６０００セット交付

○乳がん・子宮頸がん検診
　乳がん検診を２１４７人が受診
　子宮頸がん検診を２２４２人が受診

○肺がん検診
　対象は４０歳以上の住民で、胸部レントゲン検診を
　３４８１人が受診

・・・・・・・４２４９万円

 ・・・・・・・３63万円

・・・・・・・・・・・２６４５万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・470万円

（健康福祉部）健康増進を図る

○市民提案事業への補助金交付
　応募のあった事業に対し、１事業につき５０万円を
　限度として、採択された６事業に対して交付

○森林セラピー事業
　森林セラピーツアー参加者数・・・・・・・２７６人
　（宿泊１２人、日帰り２６４人）

○ＦＣ岐阜ホームタウンデー事業
　９月１３日に市町村ＰＲブースへの出店、来場者プ
　レゼント、キックオフ直前セレモニー等を実施

○キャラクターによる本巣市ＰＲ事業

　「もとまる」の認知度・好感度を高め、本巣市の魅力
　発信、観光、物産等のＰＲ活動を実施

○スマートフォン用ホームページ改修

　ホームページがスマートフォンに対応できるよう
　改修

○移住定住・空き家対策事業
　「空き家に関するアンケート調査」を実施し、空き
　家バンクに登録可能かどうかの現地調査をした

○平和祈念事業
　「非核平和都市宣言のまち」看板等の設置、パネル
　展示を実施

○「住みます芸人」によるＰＲ事業
　吉本興業の芸人に「本巣市ＰＲ大使見習い」とし
て、市内に居住してもらい、動画やＳＮＳを配信

○ビジネスプラス展開催事業
　３月１９日にモレラ岐阜で、市内企業１９社がブース
　を構え、ふるさと企業フェアを開催

・・・・・・・256万円

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・300万円

 ・・・・・・・・２９万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・164万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２03万円

 ・・・・・・・・・・・・・29万円

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・112万円

 ・・・・・159万円

 ・・・・・・・・・・・・・36万円

（企画部）
活力と賑わいのあるまちづくり

○学校図書館電算化システム整備
　端末１台につき児童数２００人以上の小学校が対
　象で本巣小、弾正小、真桑小、席田小、一色小に
　追加導入

○非常勤教育講師の配置
　小・中学校の実情に応じた学習支援員・生活支援
　員を配置し、細やかな指導、支援をおこなう

　小学校
　学習支援員３人、生活支援員３５人を配置

　中学校
　学習支援員８人、生活支援員１人を配置

○一色小学校の芝生化
　芝生化面積３６２０㎡、スプリンクラー１０基、芝刈
　り機１台を整備

○真正中学校の増築
　今後の生徒数及び職員数の増加予想に伴い、校
　舎を増築、ランチルーム、職員室の拡張整備

・・・・195万円

・・・・・・・・・・・・・７６４５万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５９４９万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １６９６万円

・・・・・・・・・・・・・・・・１411万円

・・・・・・・・・・・・・１億６１８９万円

（教育委員会）
児童・生徒の学習環境を整える
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（産業建設部）食のブランド化

○野生獣肉処理加工施設整備
　シカ、イノシシの処理加工施設等を整備

○特産品等販路の拡大
　インターネットを活用し販売、「道の駅織部の里も
　とす」にて「ＬＩＮＥ」で情報発信を開始

・・・・・・・５５０８万円

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９３万円

（産業建設部）道路等の整備

○道路新設改良工事
○道路舗装新設工事
○糸貫０００７号線整備
○真正２０１６号線整備
○市道橋りょう定期点検
○長良・糸貫線道路整備
○用悪水路整備

・・・・・・・・・・・・・・２億２７１３万円
 ・・・・・・・・・・・・・・１億２０５８万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６３０万円
 ・・・・・・・・・・・・・・・・１０７７万円
・・・・・・・・・・・・・・１５５６万円
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・２２１万円

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１億６６４９万円

○住宅用太陽光発電システム設置整備

　６９件に対し補助金を交付

○大気測定局局舎の建設
　大気測定用の建物を建設

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９３０万円

・・・・・・・・・・・・・・・６２８万円

（市民環境部）クリーンなまちづくり

○淡墨公園周辺の森林整備
　うすずみの森と一体的に散策できるように整備

○林道橋りょう点検
　市内の林道橋の全８０橋を点検

○林道の維持管理
　通行の安全を確保するため、林道の維持工事を実施

・・・・・・・・・・・・2３０万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・400万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・444万円

（林政部）森林整備

Q

A

ふるさと納税の寄付が増えたということです
が、その要因の分析は。

いろいろ要因はありますが、国がふるさと納税
にかかる手続きの省略化を図ったということが
あります。またインターネットの大手サイトがあ
り、そこから直接寄付の申込みができるように利
便性を図ったということが大きな要因として
思っております。返礼品についても、いろいろと
充実を図っていく中で、ご理解をいただいき増
額になってきているのだと考えています。

Q

A

旧長嶺小学校の改修工事事業については、全員
協議会で詳細の報告をされましたが、今の段階
でどのようなことを考えていますか。

地域の皆様方のご意向にお応えする中で、なん
とか方法が見つからないかといろいろ検討し、
その結果については、全員協議会でご報告をさ
せていただいたところです。今後につきまして
は、現在の施設、土地につきましては、普通財産
という位置づけたことで、現在策定中の公共施
設等管理計画の中で、方向性を定めてまいりた
いと考えています。

本会議における主な質疑

４５億５６１４万円

２億５３５１万円

３億４０２０万円

３億３２４３万円

６億５６２９万円

５億６７７９万円

４３億５８６９万円

２億４２６０万円

３億３８０７万円

３億　 ７０万円

６億４７５６万円

５億６０６９万円

１億９７４５万円

　　１０９１万円

　　　２１３万円

　　３１７３万円

　　　８７３万円

　710万円

収　支歳　出歳　入
国民健康保険
（事業勘定）
国民健康保険
（施設勘定）

後期高齢者医療

簡易水道

農業集落排水事業

公共下水道

●特別会計の決算

6億  380万円

5億5249万円

３億2892万円

４億9795万円

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

決算額上水道事業

●定例会で決　　まったこと●

２８年度本巣市一般会計補正予算（第２号）について ２７年度本巣市一般会計歳入歳出決算について
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（市民環境部）

28年度一般会計８４０９万円の補正
総額１６９億８６５７万円に

●補正予算

●主な歳入
地方交付税の増額
３億５９０４万円
・普通交付額決定に伴う増額　
（合計４１億８９０４万円）

公共下水道特別会計　　３８４万円
・緊急修繕実施に伴う増額等

水道事業会計　　　　　５４５万円
・東海環状自動車道糸貫ＩＣ（仮称）
 建設工事による配水管布設替えに
 伴う増額

●条例制定
本巣市定住促進宅地の貸付及び譲渡に関
する条例
・水鳥団地の未分譲地を定住希望者に対
 し、無償で貸付及び譲渡するもの

●主な歳出
総務費の増額
３０６５万円
・ふるさともとす応援寄付金の返礼品に要する
 増額等
（合計１６億９０６８万円）

その他の議案

日
　
時

場
　
所

会
　
議
　
名
　
等

７
月
2２
日（
金
）

本
庁
舎

全
員
協
議
会

8
月
18
日（
木
）

大
和
園

も
と
す
広
域
連
合
　
老
人
福
祉
常
任
委
員
会

8
月
2２
日（
月
）

本
庁
舎

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

8
月
26
日（
金
）

本
庁
舎

議
会
運
営
委
員
会

8
月
29
日（
月
）

本
庁
舎

9
月
1２
日（
月
）

大
和
園

9
月
15
日（
木
）

本
庁
舎

9
月
16
日（
金
）

本
庁
舎

9
月
20
日（
火
）

糸
貫
分
庁
舎

9
月
21
日（
水
）

本
庁
舎

9
月
26
日（
月
）

真
正
分
庁
舎

本
庁
舎

9
月
28
日（
水
）

本
庁
舎

9
月
29
日（
木
）

本
庁
舎

10
月
4
日（
火
）

本
庁
舎

10
月
5
日（
水
）

本
庁
舎

10
月
13
日（
木
）

本
庁
舎

10
月
17
日（
月
）

本
庁
舎

10
月
18
日（
火
）

本
庁
舎

10
月
21
日（
金
）

本
庁
舎

10
月
25
日（
火
）

本
庁
舎

10
月
28
日（
金
）

本
庁
舎

9
月
5
日（
月
）

本
庁
舎

9
月
7
日（
水
）

本
庁
舎

議
員
定
数
等
検
討
特
別
委
員
会

全
員
協
議
会

本
会
議（
開
会
）

本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

議
員
定
数
等
検
討
特
別
委
員
会

も
と
す
広
域
連
合
　
老
人
福
祉
常
任
委
員
会

本
会
議（
代
表
質
問
・一
般
質
問
）

本
会
議（
一
般
質
問
）

全
員
協
議
会

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

総
務
企
画
委
員
会

文
教
福
祉
委
員
会

総
務
企
画
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

本
会
議（
閉
会
日
）

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

も
と
す
広
域
連
合
　
議
会
運
営
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

も
と
す
広
域
連
合
　
全
員
協
議
会

も
と
す
広
域
連
合
　
定
例
会（
開
会
日
）

も
と
す
広
域
連
合
　
療
育
医
療
衛
生
常
任
委
員
会

も
と
す
広
域
連
合
　
総
務
介
護
常
任
委
員
会

も
と
す
広
域
連
合
　
老
人
福
祉
常
任
委
員
会

も
と
す
広
域
連
合
　
定
例
会（
閉
会
日
）

議
員
活
動
日
誌

●定例会で決　　まったこと●
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Q

Q

　
　

平
成
27
年
度
決
算
か
ら
、
本
巣

　
　

市
の
将
来
に
つ
い
て

　

昨
年
度
に
続
き
健
全
財
政
が
保
た

れ
て
い
ま
す
が
。

　

健
全
財
政
維
持
と
、
将
来
の
投
資

　

へ
の
考
え
は　

　

健
全
財
政
の
維
持
確
保
の
上
に

藤
原
・
市
長

　

東
海
環
状
自
動
車
道
の
供
用
開
始

に
合
わ
せ
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
や
、

自
然
・
文
化
・
産
業
を
生
か
し
た
地

域
づ
く
り
、
子
育
て
支
援
や
教
育
環

境
の
整
備
な
ど
へ
の
投
資
等
を
考
え

て
い
ま
す
。

　

防
災
体
制
の
一
層
の
強
化
へ
の
考

　

え
は

　

地
域
の
防
災
力
の
強
化
や
自
主
防

　

災
組
織
の
育
成
充
実
に
努
め
ま
す

　

大
雨
・
台
風
に
よ
る
災
害
時
に
は
、

国
や
県
等
の
情
報
を
基
に
、
現
地
の

状
況
に
応
じ
て
警
戒
体
制
を
と
り
ま

す
。
地
震
は
予
測
が
困
難
な
た
め
、

家
屋
等
の
耐
震
化
が
重
要
で
す
。
一

層
の
耐
震
補
強
の
推
進
を
し
ま
す
。

　

今
後
の
北
部
対
策
は

　

移
住
・
定
住
相
談
会
に
出
席
し
、

　

市
の
魅
力
の
P
R
に
努
め
ま
す

　

「
本
巣
市
定
住
促
進
宅
地
の
貸
付

及
び
譲
渡
に
関
す
る
条
例
」
の
制
定

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
現

在
実
施
中
の
各
種
取
り
組
み
の
結
果

を
検
証
し
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を

図
る
と
と
も
に
、
新
た
な
事
業
展
開

に
よ
り
雇
用
の
場
を
生
み
出
し
、
北

部
地
域
の
高
齢
化
・
人
口
減
少
の
解

消
に
努
め
ま
す
。

　

社
会
保
障
の
財
源
不
足
の
影
響
に

　

よ
る
、
生
活
困
窮
者
救
済
は

　

国
・
県
と
協
調
し
な
が
ら

　

現
在
は
国
の
制
度
に
基
づ
く
生
活

困
窮
者
救
済
に
関
す
る
事
業
の
み
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　

初
年
度
と
な
る
第
２
次
総
合
計

　
　

画
の
推
進
に
つ
い
て

　

通
勤
・
通
学
な
ど
市
民
ニ
ー
ズ
に

　

あ
っ
た
公
共
交
通
を

　

広
域
公
共
交
通
連
携
推
進
会
議
を

　

設
立
し
岐
阜
地
域
で
協
議
し
ま
す

藤
原
・
市
長

　

本
市
で
は
、
樽
見
鉄
道
を
は
じ
め
、

岐
阜
バ
ス
（
大
野
穂
積
線
）
な
ど
が

赤
字
が
原
因
で
廃
線
と
な
ら
な
い
よ

う
支
援
し
て
い
ま
す
。
近
隣
市
町
へ

の
ア
ク
セ
ス
の
向
上
を
図
る
公
共
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
も
推
進
し
ま
す
。

　

子
育
て
環
境
・
支
援
の
充
実
を

　

乳
幼
児
期
か
ら
学
童
期
ま
で
の
切

　

れ
目
の
無
い
支
援
に
取
り
組
む

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度
に
対

Q2 Q1A2Q3A3

Q4A4Q1A1Q2A2

A1

若
原
敏
郎

市
政
自
民
ク
ラ
ブ
代
表

Q

A2

Q3A3Q1

Q2

A1

●一般質問●

応
し
、
今
年
度
か
ら
全
市
で
幼
児
園

化
し
ま
し
た
。
ま
た
、
未
就
学
児
に

は
早
朝
保
育
・
薄
暮
保
育
の
実
施
、

市
内
全
て
の
小
学
校
に
留
守
家
庭
教

室
を
開
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
病
児

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
広
域
保
育

と
し
て
他
市
町
へ
の
保
育
委
託
な
ど

共
働
き
世
帯
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
産
業
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

　

り
を

　

農
業
経
営
の
安
定
化
と
収
益
の
増

　

加
を
図
っ
て
い
き
た
い

　

農
地
中
間
管
理
機
構
を
活
用
し
、

担
い
手
農
家
へ
の
農
地
の
集
積
及
び

集
約
を
促
進
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
　

本
巣
市
の
教
育
行
政
に
つ
い
て

　

情
報
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急
激

に
進
む
な
か
、
将
来
の
担
い
手
と
な

る
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
教
育
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
。

　

学
校
教
育
に
お
い
て
の
考
え
は

　

次
期
学
習
指
導
要
領
全
面
実
施
に

　

向
け
て
着
実
に
準
備
し
ま
す

川
治
・
教
育
長

　

英
語
の
教
科
化
、
道
徳
の
教
科
化

に
向
け
て
は
、
英
語
専
門
指
導
員
に

よ
る
指
導
の
充
実
、
教
職
員
研
修
や

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
な
ど
を
進
め

て
い
ま
す
。
情
報
教
育
に
つ
い
て
は
、

整
備
し
た
パ
ソ
コ
ン
を
用
い
、
技
術

や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
中
心
に
、

情
報
活
用
能
力
や
表
現
力
を
身
に
つ

け
て
い
き
ま
す
。

　

い
じ
め
防
止
対
策
・
不
登
校
ゼ
ロ

　

の
対
策
の
現
状
は

　

「
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
を
策

　

定
し
、
各
学
校
に
周
知
徹
底

　

教
育
相
談
員
の
全
小
・
中
学
校
へ

の
配
置
、
困
難
な
事
案
に
対
応
す
る

本
巣
市
相
談
支
援
チ
ー
ム
の
派
遣
、

家
庭
の
経
済
状
況
に
応
じ
た
就
学
援

助
費
の
支
給
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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Q

Q

A

A

AA

QQ

Q3A3 Q2A2

　
　
小
規
模
企
業
の
支
援
の
た
め
条

　
　
例
化
含
め
た
市
の
対
策
は

　

小
規
模
企
業
に
光
を
当
て
た
施
策

が
必
要
。
県
は
振
興
条
例
を
制
定
し

ま
し
た
が
、
市
の
推
進
策
は
。

　
　
実
効
性
の
高
い
条
例
を
検
討

青
木
・
産
業
建
設
部
長

　

よ
り
小
規
模
企
業
者
の
意
見
が
反

映
で
き
る
も
の
を
考
え
ま
す
。

　
　
教
員
の
長
時
間
勤
務
の
実
態
と

　
　
対
応
に
つ
い
て

　

国
際
的
に
も
日
本
の
教
員
の
長
時

間
勤
務
の
異
常
さ
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

　
市
内
の
教
員
の
勤
務
実
態
は

　
平
日
の
勤
務
は
11
時
間
で
す

川
治
・
教
育
長

　
改
善
に
向
け
た
対
応
は

　
子
ど
も
と
す
ご
す
時
間
増
に
配
慮

　

会
議
時
間
の
短
縮
、
出
張
回
数
の

軽
減
、
提
出
資
料
の
精
選
な
ど
、
先

生
方
が
子
ど
も
と
と
も
に
過
ご
す
時

間
が
少
し
で
も
増
え
る
よ
う
配
慮
し

て
き
ま
し
た
。

　 

部
活
動
の
改
善
も
必
要
で
は

　
校
長
会
と
連
携
し
て
改
善
し
ま
す

　

中
学
校
教
諭
の
１
ヶ
月
当
り
の
部

活
動
指
導
時
間
は
平
均
22
時
間
で
す
。

適
切
な
運
用
・
顧
問
の
配
置
、
地
域

人
材
の
活
用
等
を
、
校
長
会
と
連
携

し
て
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
参
院
選
で
の
開
票
問
題
は

　

「
比
例
得
票
０
に
疑
義
と
提
訴
、

参
院
選
で
本
巣
市
民
ら
」
と
報
道
さ

れ
ま
し
た
が
、
今
後
の
対
応
は
。

　
　
よ
り
一
層
の
適
正
、
的
確
な
執

　
　
行
に
努
め
ま
す

岡
崎
・
総
務
部
長

　

現
時
点
で
は
瑕
疵
は
確
認
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
真
し
に
受
け
止
め
て

お
り
ま
す
。

　
　
市
内
へ
の
放
射
性
物
質
の
持
ち

　
　
込
み
は

　

セ
メ
ン
ト
の
原
燃
料
と
し
て
持
ち

込
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

が
。

　
　
岐
阜
工
場
は
受
け
入
れ
て
い
な

　
　
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す

森
・
市
民
環
境
部
長

Q1A1Q2A2Q3A3

鵜
飼
静
雄

（
日
本
共
産
党
）

Q

　
　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　

子
育
て
支
援
事
業
を
行
う
に
は
保

育
士
の
確
保
が
重
要
で
す
。
最
近
は

保
育
士
の
報
酬
、
労
働
環
境
等
が
問

題
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
巣
市
に
お

い
て
労
働
環
境
の
改
善
等
何
か
対
策

を
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
魅
力
あ
る
職
場
環
境
を
目
指
し

　
　
ま
す

村
瀬
・
健
康
福
祉
部
長

　

保
育
士
を
確
保
す
る
た
め
に
は
職

場
の
環
境
改
善
が
重
要
で
す
。
報
酬

に
つ
い
て
は
本
巣
市
職
員
の
行
政
職

給
料
表
を
用
い
て
い
ま
す
。
日
日
雇

用
職
員
は
岐
阜
県
の
最
低
賃
金
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。
労
働
環
境
は
園
長

が
日
頃
よ
り
働
き
や
す
い
職
場
つ
く

り
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
　
公
共
交
通
に
つ
い
て

　

住
み
や
す
い
ま
ち
日
本
一
を
目
指

す
本
巣
市
に
と
っ
て
市
民
の
足
の
確

保
は
不
可
欠
で
す
。

　
市
営
バ
ス
の
見
直
し
検
討
状
況
は

　
広
域
基
幹
バ
ス
路
線
の
検
討
と
併

　
せ
て
行
い
ま
す

岡
崎
・
総
務
部
長

　

瑞
穂
市
、
北
方
町
、
大
野
町
と
で

設
置
し
た
２
市
２
町
広
域
公
共
交
通

連
絡
会
議
で
広
域
幹
線
バ
ス
路
線
を

検
討
し
、
併
せ
て
市
営
バ
ス
の
運
行

路
線
の
見
直
し
を
検
討
し
ま
す
。

　
市
営
バ
ス
の
実
証
実
験
の
目
的
と

　
期
間
は

　
地
域
全
体
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
デ
ザ
イ

　
ン
が
出
来
次
第
終
了
し
ま
す

　

２
市
２
町
広
域
公
共
交
通
連
絡
会

議
に
お
い
て
基
幹
公
共
交
通
や
交
通

結
節
点
の
機
能
強
化
、
各
市
町
の
地

域
公
共
交
通
再
編
施
策
が
出
来
次
第

終
了
し
ま
す
。

　
岐
阜
バ
ス
の
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

　
販
売
機
の
設
置
は

　
今
後
調
査
研
究
し
ま
す

　

岐
阜
バ
ス
車
内
に
て
購
入
チ
ャ
ー

ジ
で
き
る
こ
と
か
ら
本
巣
市
内
で
の

設
置
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
利

用
者
拡
大
の
観
点
か
ら
調
査
･
研
究

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q1A1

堀
部
好
秀

●一般質問●

▲糸貫中学校吹奏楽部の練習風景

Q
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四
季
彩
館
の
閉
館
と
根
尾
地
域

　
　

の
民
宿
制
度
を
制
定
し
て
は

　

四
季
彩
館
は
、
年
間
売
上
約
７
０

０
０
万
円
、
赤
字
は
約
２
０
０
０
万

円
で
あ
り
、
１
万
円
の
売
上
を
出
す

た
め
に
市
民
の
税
金
２
８
０
０
円
が

使
わ
れ
て
い
る
事
に
な
り
ま
す
。
四

季
彩
館
を
民
間
に
貸
す
な
り
払
い
下

げ
る
な
り
し
、
赤
字
分
を
民
間
の
旅

館
業
者
や
新
規
参
入
者
に
補
助
金
と

し
て
支
援
し
、
地
域
の
活
性
化
に
繋

げ
て
は
。

　
　

企
業
的
な
運
営
方
法
を
採
用
し

　
　

改
善
を
図
り
ま
す

藤
原
・
市
長

　

旅
館
業
に
つ
い
て
は
、
北
部
地
域

の
交
流
人
口
の
増
加
、
移
住
・
定
住

者
を
呼
び
込
め
る
よ
う
な
場
を
提
供

で
き
る
施
設
で
あ
れ
ば
支
援
を
検
討

し
た
い
。

　
　

新
庁
舎
建
設
に
向
け
て
の
考
え

　
　

は

　

市
側
か
ら
庁
舎
建
設
に
向
け
て
の

具
体
的
な
提
案
を
出
す
こ
と
で
、
市

民
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
も
の
と
思

い
ま
す
が
。

　
　

統
合
の
場
所
、
方
法
に
向
け
検

　

討
を
進
め
ま
す

藤
原
・
市
長

　

老
朽
化
し
た
糸
貫
分
庁
舎
、
災
害

時
の
危
機
管
理
に
不
安
の
あ
る
現
在

の
体
制
の
整
備
、
統
合
し
た
場
合
に

残
る
分
庁
舎
の
活
用
策
、
建
設
資
金

の
確
保
な
ど
の
課
題
を
有
識
者
等
関

係
者
の
皆
様
の
ご
意
見
を
聞
く
場
を

設
け
、
慎
重
に
議
論
し
、
結
論
を
得

ま
す
。

　
　

本
巣
市
の
特
色
を
活
か
し
た
教

　
　

育
ま
た
英
語
の
授
業
の
取
り
組

　
　

み
は

　
　

能
力
開
花
・
能
力
伸
長
に
結
び

　
　

つ
く
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す

川
治
・
教
育
長

　

本
巣
市
ゆ
か
り
の
高
木
貞
治
数
学

博
士
に
ち
な
ん
だ
「
算
数
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
」
「
算
数
・
数
学
甲
子
園
」

算
数
・
数
学
の
ま
ち
本
巣
市
を
県
内

外
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。

　

英
語
の
授
業
で
は
、
英
語
を
積
極

的
に
用
い
る
場
を
設
け
、
互
い
の
思

い
や
考
え
を
伝
え
合
う
経
験
を
積
み

重
ね
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す

Q1A1Q2A2Q3A3Q4A4

鍔
本
規
之

Q

　
　

「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
活

　
　

用
の
街
づ
く
り

　

全
国
ト
ッ
プ
10
の
本
市
は
更
に
上

位
を
目
指
し
、
特
化
し
た
施
策
推
進

と
そ
の
Ｐ
Ｒ
で
市
民
の
士
気
高
揚
と

一
体
感
を
創
出
し
、
地
方
創
生
を
加

速
す
る
も
の
と
期
待
し
ま
す
。

　

「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
の
見

　

解
は

　

Ｐ
Ｒ
ツ
ー
ル
と
し
て
大
変
有
効

大
野
・
企
画
部
長

　

ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
へ
の
ポ
イ
ン
ト
は

　

地
方
創
生
の
取
り
組
み
を
推
進
す

　

る
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す

　

士
気
高
揚
と
知
名
度
ア
ッ
プ
へ
積

　

極
的
な
Ｐ
Ｒ
を

　

全
国
９
位
で
あ
る
こ
と
を
積
極
的

　

に
Ｐ
Ｒ

　

更
に
上
位
を
目
指
し
、
特
化
し
た

　

施
策
の
推
進
を

　

市
民
満
足
度
を
高
め
る
施
策
を
推

　

進
し
ま
す

藤
原
・
市
長

　
　

本
巣
縦
貫
道
の
４
車
線
化
を

　

高
速
道
路
Ｉ
Ｃ
開
通
後
の
将
来
計

画
で
は
重
要
な
課
題
と
考
え
ま
す
。

　

４
車
線
化
へ
の
見
解
は

　

４
車
線
化
は
重
要
な
課
題
で
す

藤
原
・
市
長

　

Ｉ
Ｃ
供
用
開
始
後
は
交
通
集
中
が

想
定
さ
れ
る
の
で
、
沿
線
自
治
体
と

連
携
し
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

今
後
の
連
携
強
化
と
次
世
代
へ
継

　

承
す
る
都
市
計
画
へ
の
明
示
を

　

「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

　

へ
、
計
画
の
策
定
を
進
め
ま
す

　
　

大
構
橋
架
替
工
事
に
伴
う
安
全
・

　
　

環
境
対
策

　

開
通
後
は
交
通
量
増
加
が
想
定
さ

れ
、
団
地
内
へ
の
影
響
を
懸
念
す
る
。

　

安
全
と
環
境
面
対
策
は

　

対
策
を
検
討
し
ま
す

青
木
・
産
業
建
設
部
長

　

事
故
発
生
を
危
惧
し
、
供
用
に
合

わ
せ
安
全
施
設
を
整
備
し
ま
す
。
環

境
面
で
は
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
検

討
し
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
開
通
後
の
対
応
は

　

状
況
を
注
視
し
、
対
応
し
ま
す

Q1

A1Q2A2Q1A1Q2A2

黒
田
芳
弘

（
市
政
自
民
ク
ラ
ブ
）

●一般質問●

AA

A
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Q Q2A2Q1A1Q2A2

　
　

食
品
ロ
ス
に
つ
い
て

　

「
食
品
ロ
ス
」
対
策
の
現
状
は

　

ま
だ
食
べ
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
廃
棄
さ
れ
て
い
る
の
が
「
食
品
ロ

ス
」
で
す
。
発
生
し
た
「
食
品
ロ

ス
」
は
生
ご
み
と
し
て
焼
却
処
分
さ

れ
る
た
め
、
環
境
問
題
に
も
影
を
落

と
し
て
い
ま
す
が
。

　

市
民
又
事
業
者
に
対
し
情
報
提
供

　

や
意
識
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す

森
・
市
民
環
境
部
長

　

「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」
の
活
用
は

　

「
自
立
相
談
支
援
事
業
」
の
中
で

　

活
用
し
て
い
ま
す村

瀬
・
健
康
福
祉
部
長

　

「
食
品
ロ
ス
」
削
減
を
意
識
し
た

　

食
育
・
環
境
教
育
は

　

食
物
や
食
に
携
わ
る
人
へ
の
「
感

　

謝
の
心
」
の
育
成
を
目
指
し
ま
す

川
治
・
教
育
長

　

食
育
は
、
し
つ
け
や
家
庭
教
育
の

原
点
で
、
学
校
と
家
庭
が
一
緒
に

な
っ
て
食
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、

感
謝
の
心
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　
　

在
宅
医
療
に
つ
い
て

　

超
高
齢
化
社
会
に
続
き
多
死
社
会

が
到
来
す
る
と
言
わ
れ
る
な
か
、
医

療
機
関
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
在
宅

医
療
の
体
制
は
喫
緊
の
課
題
で
、
医

師
会
な
ど
幅
広
く
連
携
で
き
る
体
制

の
整
備
が
必
要
で
は
。

　
　

在
宅
医
療
と
介
護
を
一
体
的
に

　
　

提
供
す
る
体
制
の
整
備
を
進
め

　
　

ま
す

藤
原
・
市
長

　

「
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事

業
講
演
会
」
を
開
催
し
１
２
０
名
の

方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
が
、
体
制
整

備
に
は
多
く
の
課
題
も
あ
り
、
今
後

対
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　

孫
育
て
を
応
援
で
き
る
「
祖
父
母

　

手
帳
」
の
作
成
は

　

県
発
行
の
「
孫
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ

　

ク
」
を
活
用
し
て
い
ま
す

村
瀬
・
健
康
福
祉
部
長

　

糸
貫
川
プ
ー
ル
の
幼
児
用
プ
ー
ル

　

の
ス
イ
ミ
ン
グ
お
む
つ
の
着
用
は

　

保
護
者
が
同
伴
し
見
届
け
る
事
を

　

条
件
に
検
討
し
ま
す

溝
口
・
教
委
事
務
局
長

Q1A1Q2A2Q3A3

舩
渡
洋
子

（
公
明
党
）

Q

Q

　
　

船
来
山
古
墳
群
に
つ
い
て

　

全
国
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い

　

る
特
徴
あ
る
価
値
等
は

　

２
９
０
基
の
古
墳
群
が
あ
り
ま
す

川
治
・
教
育
長

　

東
海
地
方
最
大
規
模
の
古
墳
群
で

２
９
０
基
に
及
び
副
葬
品
は
８
７
７

９
点
も
あ
り
、
歴
史
や
文
化
等
重
要

な
文
化
財
で
あ
る
本
巣
の
宝
で
す
。

　

今
後
の
調
査
や
保
存
・
活
用
の
計

　

画
は

　

基
本
構
想
を
作
成
し
ま
し
た

　

検
討
委
員
会
で
は
、
広
く
市
民
に

そ
の
価
値
を
知
っ
て
も
ら
い
後
世
に

伝
え
て
い
く
た
め
基
本
構
想
を
作
成

し
ま
し
た
。

　

国
の
指
定
史
跡
と
し
て
申
請
は

　

申
請
を
進
め
ま
す

　

本
巣
市
の
貴
重
な
文
化
財
と
し
て

位
置
付
け
、
段
階
的
に
国
指
定
史
跡

の
申
請
を
進
め
ま
す
。

　
　

学
校
が
う
ま
く
機
能
し
な
い
状

　
　

況
（
学
級
崩
壊
）
に
つ
い
て

　

学
級
崩
壊
と
思
わ
れ
る
実
態
は

　

こ
こ
数
年
市
内
に
存
在
し
ま
す

川
治
・
教
育
長

　

現
在
学
校
で
は
、
校
長
を
中
心
と

し
て
指
導
体
制
を
再
構
策
し
、
一
丸

と
な
っ
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

予
防
と
荒
れ
た
心
の
対
応
は

　

学
校
、
保
護
者
、
地
域
が
協
力
し

　

て
子
ど
も
た
ち
を
守
り
ま
す

　

大
人
が
真
剣
に
な
っ
て
子
ど
も
た

ち
に
語
り
掛
け
、
内
面
を
適
切
に
把

握
し
て
、
丁
寧
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
　

本
巣
市
定
員
適
正
化
計
画
に
つ

　
　

い
て

　

５
ヶ
年
間
の
総
括
は

　

計
画
的
な
削
減
は
達
成
し
ま
し
た

大
野
・
企
画
部
長

　

23
年
度
よ
り
職
員
定
数
は
削
減
が

進
み
、
27
年
度
計
画
は
３
１
７
人
で

実
績
は
３
１
３
人
で
し
た
。

　

28
年
度
以
降
の
計
画
は

　

増
員
す
る
計
画
で
す

　

市
民
の
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
に

よ
り
32
年
度
の
定
数
を
27
年
度
並
み

の
３
１
５
人
に
増
員
す
る
計
画
で
す
。

　

Q1A1Q1A1

Q2A2 Q1A1

Q2Q3 A2A3

髙
田
文
一
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日
本
版
ネ
ウ
ボ
ラ
に
つ
い
て

　

母
子
保
健
・
子
育
て
支
援
の
、

様
々
な
相
談
・
支
援
を
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
対
応
し
て
、
妊
娠
・
子
育
て
支

援
の
不
安
や
悩
み
を
な
く
し
て
女
性

が
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境

を
整
え
る
こ
と
（
ネ
ウ
ボ
ラ
と
い

う
）
に
よ
っ
て
出
生
率
の
向
上
を
図

る
た
め
、
国
も
人
口
減
少
対
策
お
よ

び
地
方
創
生
の
一
環
と
し
て
、
妊

娠
・
出
産
か
ら
育
児
ま
で
切
れ
目
な

く
支
援
す
る
た
め
。

　

ど
の
様
な
考
え
か

　

切
れ
目
な
い
母
子
保
健
事
業
を

村
瀬
・
健
康
福
祉
部
長

　

市
で
は
、
国
の
示
す
「
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
先
取
り

し
て
、
合
併
時
よ
り
保
健
セ
ン
タ
ー

に
て
、
地
域
担
当
制
に
よ
る
き
め
細

か
な
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　

い
つ
頃
の
設
置
予
定
か

　

平
成
32
年
度
末
ま
で
に
「
子
育
て

　

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
設
置

　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
定
住
・

　
　

定
着
に
つ
い
て

　

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
」
の
隊
員
の
定

住
・
定
着
を
促
進
す
る
た
め
、
政
府

が
隊
員
の
起
業
を
支
援
す
る
取
り
組

み
を
打
ち
出
し
て
い
る
国
の
ビ
ジ
ネ

ス
ア
ワ
ー
ド
事
業
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
（
※
１
）
も
考
え
ら
れ

る
。

　

定
住
・
定
着
状
況
は

　

２
名
が
定
住
し
て
い
ま
す

大
野
・
企
画
部
長

　

今
ま
で
に
７
名
の
方
に
委
嘱
し
今

の
時
点
で
は
３
名
が
任
期
を
終
え
、

内
２
名
の
方
が
定
住
し
て
い
ま
す
。

　

官
民
連
携
事
業
で
起
業
の
後
押
し

　

を
し
た
ら
ど
う
か

　

支
援
策
を
活
用
し
な
が
ら

　

隊
員
の
起
業
・
就
業
・
就
農
・
結

婚
等
個
性
に
応
じ
た
支
援
を
し
て
い

く
べ
き
と
考
え
、
様
々
な
支
援
案
を

活
用
し
、
支
援
に
努
め
ま
す
。

※
１
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と

　

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
不

　

特
定
多
数
の
個
人
か
ら
小
口
資
金

　

を
集
め
る
こ
と　

Q1A1

Q1

Q1

Q2A2

A1Q2A2

A1

Q1A1Q2A2Q3A3

Q2A2Q3A3
　
　

次
期
学
習
指
導
要
領
（
案
）
に

　
　

つ
い
て

　

英
語
や
他
国
の
言
語
を
身
に
つ
け

る
こ
と
は
将
来
を
生
き
る
子
ど
も
た

ち
の
人
材
育
成
に
極
め
て
重
要
で
社

会
に
有
益
と
考
え
ま
す
。

　

小
学
校
か
ら
英
語
を
学
ぶ
意
義
は

　

積
極
的
な
態
度
を
身
に
つ
け
る
こ

　

と
で
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す

川
治
・
教
育
長

　

英
語
を
学
ぶ
土
台
と
な
る
、
「
英

語
は
楽
し
い
」
と
い
う
思
い
や
、
積

極
的
に
英
語
を
使
お
う
と
す
る
態
度

を
、
よ
り
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
育

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
の
小
学
校
英
語
教
育
は

　

現
行
は
高
学
年
で
年
間
35
時
間

　

小
学
低
中
学
年
で
20
時
間
、
幼
児

園
で
月
２
回
を
市
内
統
一
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
き
行
っ
て
い
ま
す
。

　

完
全
実
施
に
向
け
た
課
題
と
取
り

　

組
み
状
況
は

　

３
点
を
推
進
し
ま
す

　

「
指
導
内
容
に
対
応
し
た
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
づ
く
り
」
「
教
員
の
研
修
」

「
英
語
に
触
れ
る
環
境
整
備
」
の
3

点
に
つ
い
て
推
進
し
ま
す
。

　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
合
宿
を
誘

　
　

致
す
る
活
動
に
つ
い
て

　

地
域
活
性
化
の
た
め
若
者
な
ど
が

N
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
設
立
し
、
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
公
共
施
設
を
活
用

し
た
宿
泊
学
習
の
誘
致
を
模
索
し
て

い
ま
す
。

　

施
設
の
開
放
に
特
段
の
配
慮
を

　

受
け
入
れ
は
可
能
で
す

溝
口
・
教
委
事
務
局
長

　

も
と
す
振
興
公
社
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

　

団
体
に
参
加
す
る
こ
と
の
考
え
は

　

活
性
化
に
は
協
働
は
重
要
で
す

石
川
・
副
市
長

　

具
体
的
に
内
容
が
決
ま
り
し
だ
い

協
議
し
ま
す
。

　

団
体
へ
の
支
援
や
既
存
施
設
で
必

　

要
な
整
備
・
改
修
の
予
算
措
置
は

　

利
用
し
や
す
い
よ
う
配
慮
し
ま
す

藤
原
・
市
長

　

ニ
ー
ズ
を
充
分
把
握
し
、
必
要
で

あ
る
場
合
は
予
算
措
置
を
行
い
ま
す
。

●一般質問●

髙
橋
勝
美

道
下
和
茂
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●委員会活動●

１．
2．

3．
4．

市道路線の廃止
２８年度本巣市公共下水道特別会計補正予算
（第２号）
２８年度本巣市水道事業会計補正予算（第１号）
２７年度本巣市簡易水道特別会計歳入歳出決算

5．

6．

7．

２７年度本巣市農業集落排水事業特別会計歳
入歳出決算
２７年度本巣市公共下水道特別会計歳入歳出
決算
２７年度本巣市水道事業会計決算

審査付託案件 ※審査の結果、全員賛成となった案件

１．市道糸貫１１０９号線大構橋架替工事について

報告案件

産業建設委員会協議会　9月２0日（火）

１．所得税法第５６条の廃止を求める請願

審査付託案件 ※審査の結果、不採択となった

１．本巣市定住促進宅地の貸付及び譲渡に関する条例

審査付託案件 ※審査の結果、賛成多数となった案件

総務企画委員会　9月２6日（月）　　　

１．所得税法第５６条の廃止を求める請願

審査付託案件 ※審査の結果、審査継続となった

総務企画委員会　9月２1日（水）　　　

産業建設委員会　9月２0日（火）   　　
～委員会活動～

協議案件 （関係部分）
１．２８年度本巣市一般会計補正予算（第２号）

　主な事業内容の説明
・ 新規工業用地開発予備調査委託に
  ついて　
・ 市への進出希望企業及び誘致企業の
  条件について

2．２７年度本巣市一般会計歳入歳出決算

　主な事業内容の説明
・ 魅力最大化誘客促進事業における経費
  使途状況について
・ 道路維持補修工事費の使途方法に
  ついて

協議案件 （関係部分）
１．
2．
２８年度本巣市一般会計補正予算（第２号）
２７年度本巣市一般会計歳入歳出決算

　主な事業内容の説明
・ 市バス（コミュニティバス）運行事業に
  ついて　
・ マイナンバーカードの発行状況及び関
  係補助金について

・ 森林セラピー事業における利用者及び
  施設対策（山ヒル）について
・ 第２次総合計画策定事業について
・ 旧長嶺小学校改修工事に係る今後の利
  活用の方針について
・ 国・県職員と市職員の人事交流について
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●委員会活動●

●審議結果および各議員の表決●

◆11月22日（予定） 定例会 詳細確定後ホームページに掲載します。傍聴におでかけください。

議会開会のお知らせ
本巣市公式

マスコットキャラクター

もとまる

傍 聴 に来てね！

道

平成２７年度本巣市一般会計歳入歳出決算について認定第１号

平成２７年度本巣市国民健康保険特別会計歳入歳出決
算について    認定第２号

平成２７年度本巣市後期高齢者医療特別会計歳入歳出
決算について    認定第３号

本巣市議会委員会条例の一部を改正する条例について発議第２号

所得税法第５６条の廃止を求める請願について請願第１号

平　成　２８　年　第　３　回　定　例　会

市
長
提
出
議
案

議
員
提
案

専決処分の承認を求めることについて（本巣市福祉医
療費助成に関する条例の一部を改正する条例）報告第11号

議案第54号

議案第55号

議案第56号

議案第57号

議案第58号

平成２８年度本巣市水道事業会計補正予算（第１号）
について

本巣市定住促進宅地の貸付及び譲渡に関する条例
について

平成２７年度本巣市簡易水道特別会計歳入歳出決算
について

市道路線の廃止について 平成２７年度本巣市農業集落排水事業特別会計歳入
歳出決算について

物品売買契約の締結について
（情報セキュリティ強化対策機器）  

平成２７年度本巣市公共下水道特別会計歳入歳出決
算について

平成２８年度本巣市一般会計補正予算（第２号）
について  平成２７年度本巣市水道事業会計決算について

平成２８年度本巣市公共下水道特別会計補正予算
（第２号）について 本巣市監査委員の選任について

議案第59号

認 定 第 4 号

認 定 第 5 号

認 定 第 6 号

認 定 第 7 号

議案第60号

平　成　２８　年　第　３　回　定　例　会　（全会一致で可決された議案）

認定

認定

認定

可決

不採択

文教福祉委員会　9月２6日（月）　　　
～委員会活動～

１．
2．
２７年度本巣市国民健康保険特別会計歳入歳出決算
２７年度本巣市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

審査付託案件 ※審査の結果、全員賛成となった案件

１．
2．
２７年度本巣市教育委員会事務事業の点検・評価結果報告について
青少年海外派遣事業・青少年平和教育事業について

報告案件

文教福祉委員会協議会　9月２6日（月）

協議案件 （関係部分）

１．２８年度本巣市一般会計補正予算（第２号）
・ 乳幼児に対するＢ型肝炎予防接種にお
  ける改正時期、内容、周知について

2．２７年度本巣市一般会計歳入歳出決算

市
　
長
　
提
　
出
　
議
　
案

市
　
長
　
提
　
出
　
議
　
案
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●特集①●

　季節の移り変わりや伝統的な行事を大切にするだけではなく、子ど
もたち自身が協力し合い、作品を作り上げることを楽しんでほしい、と
いう思いで行っています。

　【内容】
　・毎月第4木曜日　午前10時30分から45分間
　・0～2歳児と保護者
　・絵本の読み聞かせや手遊びや工作など
　【イベント】
　年に1回「ムクムクの作って遊ぼう！」を開催しています。
　今年は、11月3日（木・祝）10時30分から工作講座を行います。
　ぜひ皆さんの参加を、お待ちしております。

　子どもたちには、英語が分からなくても、音や絵を通して興味を持
ち、気軽に参加して欲しいという思いで行っています。

　【内容】
　・毎月第4土曜日　午後2時から30分間
　・子どもから大人まで、どなたでも
　・英語で絵本の読み聞かせ

しんせいほんの森は
“開館20年”を迎えました！
しんせいほんの森は

“開館20年”を迎えました！

おはなしひろば

おはなしムクムク

英語絵本のおはなし会

　子どもたちには、絵本や紙芝居を通して、日本の昔話やアンデルセ
ン、グリム童話など、名作といわれる物語に慣れ親しんでほしい、とい
う思いで行っています。

　【内容】
　・毎週日曜日　午後2時から30分間
　・幼児から小学校低学年
　・絵本や紙芝居の読み聞かせ

　しんせいほんの森の“おはなし会”
しんせいほんの森では、本の種類や年齢によって3つのおはなし会を開催しています。



　振り返ってみると、戦後七十年の間に失った物の多さに
驚きます。
　住民相互の絆や、自分達を育ててくれた、地域の伝統や
文化が急速に失われつつあると思います。
　外山地域街づくり委員会は、本巣市が推進する「市民協
働」のまちづくりの方針にそって、市内の企業や個人の有志
六十名程の協力を得て、平成二十五年に立ち上げました。

　手始めに、「ウオーク大会」、地域の神社や寺院を訪ね、
昔を学び地域を知る「探訪ツアー」、そして樽見鉄道や国道
の「沿道修景事業」などを計画し実行しました。
　ウオーク大会では、昼食を日だまり会の皆さんにお願いして、五目飯、焼しいたけ、猪汁等、地域の産物を
利用しておもてなしをしました。大会参加者からは大好評で、今年で第四回を迎えました。

外山地域街づくり委員会　会長　山田　多賀男さん

▲ウオーク大会の様子

▲藁細工のカブト

▲ウオーク大会でのおもてなし

●特集②●

　ソフトな事業としては、「金原雅楽」の継承、「木
倉の藁細工」、そして増え続ける空き家に移住者
を迎える、「空き家バンク」等、地域の人達の協力
によって順調に進んでいます。
　雅楽部会に於いては、熱心な先生の指導により、
昨年の席田郡千三百年の記念行事にも参加しまし
た。今年も揖斐川町などから出演の依頼がありま
す。空き家バンクも昨年十二月にホームページに
立ち上げてより、三件の入居者があり、今後が楽し
みです。

　以上、大局から見れば小さなことですが、その小さな事を着実に実
行すれば何かが変わってくると思います。地域の再生は、お金ではな
く、何事も自分達の手で努力すれば、必ず実現出来るという自信を住民
一人一人が持つ事が大切だと思います。

外山地域街づくり委員会の活動外山地域街づくり委員会の活動

（新）◎堀部好秀　○髙田文一　村瀬明義　舩渡洋子　江崎達己

（旧）◎江崎達己　○堀部好秀　若原敏郎　村瀬明義　舩渡洋子
議会だより編集特別委員会

＊＊

＊＊

市民の皆様より、表紙の写真を募集します。詳細については議会事務局までお問い合わせください。TEL0581-34-5027 16
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